
Ｒ６年度 学校評価

評

価

者

設　　問
評

価

生

　

徒

学校教育目標を知っています
か。

A

保

護

者

二中の学校教育目標を知って
いる（見たり聞いたりしたこ
とがある）。

B

地

　

域

二中の学校教育目標を知って
いる（見たり聞いたりしたこ
とがある）。

A

職

　

員

学校教育目標を意識しながら
指導・支援をしている。 A

生

　

徒

学校教育目標を意識して生活
することがありましたか。

B

保

護

者

二中生は、誰もの幸せを考え
ようとしていると思う。 B

地

　

域

二中生は、誰もの幸せを考え
ようとしていると思う。

A

職

　

員

二中生は、誰もの幸せを考え
ようとしていたと思う。

B

生

　

徒

笑顔で人と接している。 A

保

護

者

二中生は、笑顔で人と接して
いる。 A

地

　

域

二中生は、笑顔で人と接して
いる。

A

職

　

員

生徒は、笑顔で人と接してい
る。 A

生

　

徒

時と場に応じた気持ちのよい
あいさつを心がけている。 A

保

護

者

二中生は、時と場に応じた気
持ちのよいあいさつをしてい
る。

A

地

　

域

二中生は、時と場に応じた気
持ちのよいあいさつをしてい
る。

A

職

　

員

生徒は、時と場に応じた気持
ちのよいあいさつをしてい
る。

B

生

　

徒

「ありがとう」などの感謝の
気持ちを言葉にしたり、態度
で表したりしている。

A

保

護

者

二中生は、「ありがとうござ
います」などの感謝の意を伝
えることができる。

A

地

　

域

二中生は、「ありがとうござ
います」などの感謝の意を伝
えることができる。

A

職

　

員

生徒は、「ありがとうござい
ます」などの感謝の意を伝え
ることができる。

A

・引き続き、

学校だよりや

ホームページ

等において、

学校教育目標

やめざす○○

像、生徒会ス

ローガン等を

掲載するとと

もに、保護者

に意識してい

ただけるよう

広報の工夫を

する。

・校内外に対

する掲示、他

のたよりや

メール等への

掲載等さらに

工夫をする。

・保護者や地

域の方は、二

中生と常に接

しているわけ

ではないた

め、答えにく

い質問もあっ

たと思うが、

そういう視点

で子どもたち

を見守ってい

ただきたいと

いう願いもあ

る。次年度

は、年度の早

い段階で評価

項目を開示す

るなどの工夫

をする。

Ａ：肯定的回答80％以上　　 Ｂ：肯定的回答50％以上80％未満　　 Ｃ：肯定的回答50％未満

成果と課題 対応・取組

 

・学校教育目

標について

は、毎月の学

校だよりや行

事予定、ホー

ムページで広

報を行った。

保護者や地域

に対する質問

文が抽象過ぎ

て答えにくい

内容となって

しまった。

項　　目

誰
も
の
“
幸
せ
”
を
考
え
よ
う
と
す
る
生
徒
の
育
成

～

仲

間

と

と

も

に

 

笑

顔

で

次

代

を

生

き

抜

く

力

を

育

む

～

学
 
校
 
教
 
育
 
目
 
標
 
／
 
生
 
徒
 
会
 
ス
 
ロ
 
ー
 
ガ
 
ン

　
　
　
誇
れ
る
大
田
二
中
 

～

笑

　

顔

・

あ

い

さ

つ

・

あ

り

が

と

う

～ ・ほとんどの

項目におい

て、肯定的な

回答が多かっ

た。特にあい

さつについて

は、二中のよ

いところとし

て継承されて

おり、今後も

そうあってほ

しい。

・生徒自身と

地域の評価は

高い傾向にあ

る。

・ここでも、

保護者や地域

に対する質問

は、答えにく

いものとなっ

てしまった。

35%

64%

15%

40%

58%

36%

51%

41%

8%

0%

26%

16%

0%

0%

8%

3%

肯定的回答 否定的回答
回答割合

8%

18%

9%

20%

69%

73%

66%

44%

23%

9%

21%

30%

0%

0%

4%

6%

19%

55%

15%

58%

81%

36%

66%

38%

0%

9%

18%

4%

0%

0%

1%

0%

15%

55%

20%

59%

54%

36%

68%

39%

31%

9%

10%

2%

0%

0%

3%

1%

19%

30%

24%

67%

69%

60%

65%

32%

12%

10%

10%

1%

0%

0%

1%

1%

当てはまる・そう思う あまり当てはまらない・あまり思わない

まあ当てはまる・そう思う 全く当てはまらない・全く思わない

※「地域評価」は、学校運営協議会の委員さんが回答している。

※母数、四捨五入の関係で、％の合計が100％にならない項目がある。

※バス通学生へのアンケートに、バス利用者以外の生徒が回答しているため、この項目の値は参考値とする。

※個人名を出しての自由記述があったため、内容を編集した回答がある。  1



Ｒ６年度 学校評価

評

価

者

設　　問
評

価

生

　

徒

自分の長所や短所を理解
している。

A

保

護

者

自分の子どもは、自分の長所や短
所を理解していると思う。 A

地

　

域

職

　

員

生徒は、自分の長所や短所を
理解していると思う。

B

生

　

徒

自分のことが好きである。 B

保

護

者

自分の子どもは、自分の長所や短
所を理解していると思う。 A

地

　

域

職

　

員

生徒の自己肯定感は高い
と思うと思う。

B

生

　

徒

睡眠やメディア接触時間を含め、健康
のことを考えながら、家庭での過ごし
方を工夫している。

B

保

護

者

自分の子どもは、睡眠やメディア接触時
間を含め、健康のことを考えながら、家
庭での生活をしていると思う。

B

地

　

域

職

　

員

生徒は、睡眠やメディア接触時間を含
め、健康のことを考えながら、家庭での
生活時間を工夫していると思う。

C

生

　

徒

友だちの気持ちを考えて、話
したり遊んだりしている。 A

保

護

者

自分の子どもは、友だちの気持ち
を考えて、話したり遊んだりして
いると思う。

A

地

　

域

二中生は、友だちの気持ちを考え
て、話したり遊んだりしていると
思う。

A

職

　

員

生徒は、他の生徒の気持ちを考え
て、話したり遊んだりしていると
思う。

B

生

　

徒

授業中、友だちの意見や考え
を参考にして学習している。 A

保

護

者

自分の子どもは、授業中、友だちの考え
を参考にしながら学習していると思う
（授業参観等を通して）。

B

地

　

域

二中生は、授業中、友だちの考えを参
考にしながら学習していると思う（授
業参観等を通して）。

B

職

　

員

生徒は、授業中、他の生徒の考え
を参考にしながら学習していると
思う。

A

生

　

徒

疑問をもったことは、自分で
調べようとしている。 B

保

護

者

自分の子どもは、授業中、友だちの考え
を参考にしながら学習していると思う
（授業参観等を通して）。

B

地

　

域

二中生は、授業中、友だちの考えを参
考にしながら学習していると思う（授
業参観等を通して）。

B

職

　

員

疑問をもったことは、自分で調べ
ようとする生徒が多いと思う。 C

・アドジャン

トークに引き続

き取り組み、め

ざす生徒像の実

現をめざす基盤

としていくと同

時に、全校集

会、生徒集会、

日常活動等を通

して、異学年間

の活動や話し合

いの機会を設定

する。

・行動目標的な

クラスの人権宣

言を、１学期の

早い段階で作成

し、それを振り

返るルーティー

ンを計画・実行

する。

・生徒の自己肯

定感を高める教

員の言動や関り

を見直すための

研修を行う。

・わかりやすい

評価項目文章に

する。

・Let’ｓTryヘル

スライフのさら

なる活用をしな

がら、家庭にお

ける生活時間の

工夫・改善を促

す。

・授業と家庭学

習とのつながり

を大切にする授

業改善を試み

る。

・家庭におけ

る生活習慣(特

に睡眠)につい

ては、委員会

の活動と連携

して取り組ん

だことによ

り、生徒も保

護者も意識が

高まったよう

に思われる。

・アドジャン

トークを取り

入れたこと

で、生徒同士

の関わりを大

切にしようと

する意識が高

まったように

思われる。

・質問項目の

「友だち」と

いう言葉の定

義が曖昧であ

り、子どもた

ちの受け取り

と学校側の意

図とが乖離し

ていたのでは

ないか。

め
　
ざ
　
す
　
生
　
徒
　
像

自
分
を
見
つ
め
 
大
切
に
す
る
生
徒

人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
　
学
び
を
つ
な
ぐ
生
徒

Ａ：肯定的回答80％以上　　 Ｂ：肯定的回答50％以上80％未満　　 Ｃ：肯定的回答50％未満

項　　目

 

成果と課題 対応・取組回答割合

4%

15%

31%

54%

66%

52%

42%

18%

15%

0%

1%

2%

12%

15%

20%

42%

66%

38%

42%

18%

33%

4%

1%

9%

肯定的回答 否定的回答

4%

5%

24%

38%

46%

51%

58%

38%

21%

0%

11%

4%

0%

9%

21%

53%

50%

82%

71%

46%

50%

9%

7%

1%

0%

0%

1%

0%

12%

9%

9%

49%

77%

64%

68%

47%

12%

27%

20%

4%

0%

0%

4%

1%

0%

9%

9%

32%

27%

64%

68%

44%

69%

27%

20%

21%

4%

0%

4%

3%

当てはまる・そう思う あまり当てはまらない・あまり思わない

まあ当てはまる・そう思う 全く当てはまらない・全く思わない

※「地域評価」は、学校運営協議会の委員さんが回答している。

※母数、四捨五入の関係で、％の合計が100％にならない項目がある。

※バス通学生へのアンケートに、バス利用者以外の生徒が回答しているため、この項目の値は参考値とする。

※個人名を出しての自由記述があったため、内容を編集した回答がある。  2



Ｒ６年度 学校評価

評

価

者

設　　問
評

価

生

　

徒

保

護

者

自分の子どもの考えや思
いを尊重している。

A

地

　

域

職

　

員

生

　

徒

保

護

者

自分の子どもの、家庭におけ
る生活や学習環境を整える支
援をしている。

A

地

　

域

職

　

員

生

　

徒

保

護

者

保護者等、大人同士の関
わりを大切にしている。

B

地

　

域

職

　

員

生

　

徒

保

護

者

PTA活動等に参加するなど、自
分なりに子育てに関する情報
を得ている。

B

地

　

域

職

　

員

評

価

者

設　　問
評

価

生

　

徒

保

護

者

地

　

域

学校行事を見たり、登下
校の見守り・声かけをし
たりしたことがある。

A

職

　

員

Ａ：肯定的回答80％以上　　 Ｂ：肯定的回答50％以上80％未満　　 Ｃ：肯定的回答50％未満

項　　目

 

成果と課題 対応・取組

め
ざ
す
地
域
・
社
会
像

子
ど
も
を
見
守
り
 
環
境
を
整
え
る

地
域
・
社
会

・交通安全旬

間の際は、朝

の声かけをし

ている。下校

時に中学生に

声かけをする

ことはなかな

か難しい。

・学校行事の

案内等につい

ては、運営協

議会メンバー

にもマメール

登録をしてい

ただき、効率

的な情報提供

をめざす。

子
ど
も
を
見
守
り

 

環
境
を
整
え
る
保
護
者

項　　目

 

成果と課題 対応・取組

め
　
ざ
　
す
　
保
　
護
　
者
　
像

人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し

 

学
び
続
け
る
保
護
者

・家庭生活に

おける支援(睡

眠時間の確保

を含む規則的

な生活時間の

指導・支援等)

は大切である

と思うので、

学校から情報

提供があった

り、こういう

機会に振り

返ったりする

ことについて

はありがた

い。

・中学生にな

ると生活時間

帯もずれてき

て、親の方が

早く寝てしま

うこともあ

る。また思春

期でもあり、

子どもの生活

をすべて把握

はできない。

・保護者間の

関りについて

は、小学校ほ

ど集まりはな

く、校区も広

いため、保護

者同士の顔が

十分わからな

いこともB評価

の要因ではな

いか。部活動

によっては、

つながりが強

いところもあ

る。

Ａ：肯定的回答80％以上　　 Ｂ：肯定的回答50％以上80％未満　　 Ｃ：肯定的回答50％未満

回答割合

18% 73% 10%

20% 64% 15%
1%

肯定的回答 否定的回答

9% 62% 28% 1%

6%

48% 43% 3%

回答割合
肯定的回答 否定的回答

45% 36% 18%

当てはまる・そう思う あまり当てはまらない・あまり思わない

まあ当てはまる・そう思う 全く当てはまらない・全く思わない

当てはまる・そう思う あまり当てはまらない・あまり思わない

まあ当てはまる・そう思う 全く当てはまらない・全く思わない

※「地域評価」は、学校運営協議会の委員さんが回答している。

※母数、四捨五入の関係で、％の合計が100％にならない項目がある。

※バス通学生へのアンケートに、バス利用者以外の生徒が回答しているため、この項目の値は参考値とする。

※個人名を出しての自由記述があったため、内容を編集した回答がある。  3



Ｒ６年度 学校評価

評

価

者

設　　問
評

価

生

　

徒

先生は、あなたの思いや
考えを大切にしてくれて
いる。

A

保

護

者

教員は、子どもの主体性
を尊重する姿勢で支援し
ていると思う。

A

地

　

域

教員は、生徒の主体性を
尊重する姿勢で支援をし
ていると思う。

A

職

　

員

生徒の主体性を尊重する
姿勢で支援をしている。

A

生

　

徒

先生には、自分で考える機
会、生活や学習の環境等を整
えてもらっている。

A

保

護

者

教員は、生徒が自分で考える
機会を設定したり、学習や生
活がしやすい環境を整えたり
していると思う。

A

地

　

域

教員は、生徒が自分で考える
機会を設定したり、学習や生
活がしやすい環境を整えたり
していると思う。

A

職

　

員

生徒が主体的に考えたり、学
習や生活しやすい環境を整え
たりしている。

A

生

　

徒

先生は、先生同士や保護
者・地域の方と連携・協
力しようとしている。

A

保

護

者

教員は、保護者と連携・
協力しようとしていると
思う。

A

地

　

域

教員は、保護者や地域の
方と連携・協力しようと
していると思う。

A

職

　

員

他の職員、保護者や地域
の方と連携・協力してい
る。

A

生

　

徒

先生は、よりよい授業を
しようとしている。

A

保

護

者

教員は、よりよい授業をしよ
うとしていると思う（授業参
観等を通して）。

A

地

　

域

教員は、よりよい授業をしよ
うとしていると思う（授業参
観等を通して）。

A

職

　

員

授業改善等の意識を常に
もち、授業準備をしてい
る。

A

人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し

 

学
び
続
け
る
職
員

・すべての項

目で４者とも

肯定的回答がA

評価であっ

た。

・上限として

いる時間外勤

務の時数を超

過している職

員が出てい

る。

・常に誠実な

対応を心がけ

ているが、組

織的な情報交

換が出来ない

ケースもあ

り、十分でな

かったことが

あった。

・職員の負担

感軽減、余暇

の時間の確

保、ワークラ

イフバランス

を考える余裕

等があってこ

そ、誠実かつ

組織的な対応

が出来ると考

え、職員の働

き方について

具体案を考

え、新年度当

初から実行し

ていく(月曜日

の生活時程、

部活動の活動

時間、職員朝

礼や各種会

議、行事の持

ち方、ICT活用

の研修等)。

め
　
ざ
　
す
　
職
　
員
　
像

子
ど
も
を
見
守
り

 

環
境
を
整
え
る
職
員

Ａ：肯定的回答80％以上　　 Ｂ：肯定的回答50％以上80％未満　　 Ｃ：肯定的回答50％未満

項　　目

 

成果と課題 対応・取組回答割合

15%

18%

20%

41%

81%

82%

63%

48%

4%

0%

13%

9%

0%

0%

5%

2%

31%

18%

19%

43%

54%

82%

63%

51%

15%

0%

16%

5%

0%

0%

2%

2%

肯定的回答 否定的回答

35%

18%

24%

35%

58%

64%

57%

54%

8%

18%

15%

11%

0%

0%

4%

1%

19%

55%

15%

42%

73%

45%

65%

51%

8%

0%

14%

5%

0%

0%

6%

2%

当てはまる・そう思う あまり当てはまらない・あまり思わない

まあ当てはまる・そう思う 全く当てはまらない・全く思わない

※「地域評価」は、学校運営協議会の委員さんが回答している。

※母数、四捨五入の関係で、％の合計が100％にならない項目がある。

※バス通学生へのアンケートに、バス利用者以外の生徒が回答しているため、この項目の値は参考値とする。

※個人名を出しての自由記述があったため、内容を編集した回答がある。  4



Ｒ６年度 学校評価

評

価

者

設　　問
評

価

生

　

徒

睡眠についての学習は、自分を大
切にすることにつながると思う。 A

保

護

者

睡眠についての学習を中心として、家庭における生
活リズムの改善をめざしていることは、子どもの現
在・未来を大切にし、個々のパフォーマンス向上に
つながるよい取組だと思う

A

地

　

域

睡眠についての学習を中心として家庭における生活
リズムの改善をめざしていることは、子どもの現
在・未来を大切にし、個々のパフォーマンス向上に
つながるよい取組だと思う。

A

職

　

員

睡眠についての学習を中心として家庭における生活
リズムの改善をめざしていることは、子どもの現
在・未来を大切にし、個々のパフォーマンス向上に
つながるよい取組だと思う。

A

生

　

徒

「アドジャン・トーク」の時間
は、友だちとの関係を深めるうえ
で、よい時間だと思う。

A

保

護

者

円滑な人間関係を築くため、また、自己及び他者理
解の推進をめざして「アドジャン・トーク」という
スキルトレーニングを行っているが、このような取
組は有益だと思う。

A

地

　

域

．円滑な人間関係を築くため、また、自己及び他者
理解の推進をめざして「アドジャン・トーク」とい
うスキルトレーニングを行っているが、このような
取組は有益だと思う。

A

職

　

員

「アドジャン」の時間は、二中生
にとって、有益で必要な時間であ
る。

A

生

　

徒

服装や学校のきまりを、生徒と大
人が一緒になって見直すことはよ
いことだと思う。

A

保

護

者

服装や学校のきまりを、生徒と大
人が一緒になって見直すことはよ
いことだと思う。

A

地

　

域

服装や学校のきまりを、生徒と大
人が一緒になって見直そうとして
いることはよいと思う。

A

職

　

員

服装や学校のきまりを、生徒と大
人が一緒になって見直すことはよ
いことだと思う。

A

生

　

徒

給食時間を５分延長したことは、
将来的あるいは結果的にはよいこ
とだと思う。

B

保

護

者

２学期から給食時間を５分延長し
たことは、将来的あるいは結果的
にはよいことだと思う。

A

地

　

域

２学期から給食時間を５分延長し
たことは、将来的あるいは結果的
にはよいことだと思う。

A

職

　

員

２学期から給食時間を５分延長し
たことは、将来的あるいは結果的
にはよいことだと思う。

B

生

　

徒

定期(中間・期末)テストの２日目
の部活動を停止したことはよいこ
とだと思う。

A

保

護

者

．定期(中間・期末)テストの２日
目の部活動を停止したことはよい
ことだと思う。

A

地

　

域

職

　

員

定期(中間・期末)テストの２日目
の部活動を停止したことはよいこ
とだと思う。

A

生

　

徒

【静間・五十猛方面バス利用者のみの回答】
静間・五十猛方面の帰りの降り口バス停を変
更したことはよいことだと思う。

B

保

護

者

【静間・五十猛方面バス利用者のみの回答】
静間・五十猛方面の帰りの降り口バス停を変
更したことはよいことだと思う。

A

地

　

域

職

　

員

静間・五十猛方面の帰りの降り口
バス停を変更したことはよいこと
だと思う。

A

教
育
課
程

、
教
育
活
動
・
教
育
環
境
の
見
直
し

・きまりについ

ては、子どもと

一緒になって考

えることができ

てよかった。

・テスト期間中

(テスト最終日

の部活動及び授

業をカット)の

対応は、子ども

にも教員にも余

裕が出来た。

・五十猛・静間

方面バスの降車

場所について

は、長年の懸案

事項だっただけ

に、実現できて

よかったが、変

更の意図につい

て十分伝わって

いない家庭も

あった。

・給食時間の５

分延長について

は、昼休みや掃

除への影響が出

ており、賛否が

ある。

・きまりについ

ては、引き続

き、こどもたち

とともに考え、

４者の合意のも

と、改定に向け

て進んでいきた

い(来年度１学

期中には方向性

を出す)。

・具体的な生活

時程あるいは会

議のもち方等変

更を検討し、次

年度当初より実

施する。

・PTA活動に参

加出来なかった

方への広報につ

いては、次年度

協議していく。

睡
眠
に
関
す
る

　
学
習
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
 

能
力
と
集
団
づ
く
り

人
権
教
育

、
よ
り
良
い
環
境
へ
の
取
組
等
に
関
す
る
こ
と

・睡眠について

は、生徒会の委

員会活動と連携

したことによ

り、子どもたち

自身が考え始め

た。

・アドジャン

トークを取り入

れたことは、授

業においても、

人間関係形成の

面でもプラスと

なった。

・引き続き、学

級をベースに取

り組む。また学

年あるいは全校

単位や委員会活

動等で、子ども

たちと一緒に取

り組んでいける

ようにする。

Ａ：肯定的回答80％以上　　 Ｂ：肯定的回答50％以上80％未満　　 Ｃ：肯定的回答50％未満

項　　目

 

成果と課題 対応・取組

※自由記述にもたくさんのご意見を頂戴し、確認をしています。すべてに回答はできませんが、真摯に対応していきます。

※部活動については、教員がやるから成り立っているというご意見もありましたが、過度の負担にならないように願うという委員のご意

見もいただきました。

※自由記述については、保護者には配付、地域には回覧をします。

62%

55%

33%

54%

38%

36%

56%

42%

0%

9%

10%

3%

0%

0%

1%

1%

回答割合

81%

30%

20%

47%

19%

60%

68%

41%

0%

10%

9%

10%

0%

0%

4%

3%

58%

100%

43%

54%

38%

0%

49%

37%

4%

0%

5%

8%

0%

0%

2%

1%

58%

44%

42%

42%

49%

32%

0%

7%

13%

0%

0%

13%

肯定的回答 否定的回答

23%

80%

38%

34%

35%

20%

51%

31%

31%

0%

9%

22%

12%

0%

2%

13%

73%

38%

57%

19%

42%

28%

8%

14%

8%

0%

6%

8%

当てはまる・そう思う あまり当てはまらない・あまり思わない

まあ当てはまる・そう思う 全く当てはまらない・全く思わない

※「地域評価」は、学校運営協議会の委員さんが回答している。

※母数、四捨五入の関係で、％の合計が100％にならない項目がある。

※バス通学生へのアンケートに、バス利用者以外の生徒が回答しているため、この項目の値は参考値とする。

※個人名を出しての自由記述があったため、内容を編集した回答がある。  5


